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This study investigates voluntary activities for teaching Japanese.  Japan has approxi-
mately 1,000 volunteer groups for teaching Japanese.  Most of the teachers in these groups are 
housewives and retirees.  The main learners are repatriated war-displaced people, foreign 
wives of Japanese husbands, Japanese-Brazilians, and their children.  The teachers not only 
teach Japanese but also help learners with various problems arising from their lack of 
Japanese ability and knowledge of Japanese customs.  The learners and teachers build a rela-
tionship of emotional equality.  This is very different from the situation in for-profit Japanese 
schools, where a vertical relationship is built between knower teachers and non-knower learners.
1．はじめに



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































中「ボランティア等」が 6.358 人、39.6% を
占め、それがほぼ 10 年で 50%（2003 年度調












































①児童 一般的日本語指導 ＋ 補習的教科学習
②日本人配偶者 一般的日本語指導
③企業研修生 一般的日本語指導 ＋ 研修語彙
④ ALT 一般的日本語指導
⑤一般成人 一般的日本語指導
⑥日本語学校生 一般的日本語指導 ＋ 日本語学校の補講









































が実施している JET プログラム（The Japan 
Exchange and Teaching Programme） の 外































































































































































? R 進学 ① 企業研修、学業など

























































































































































































































































































































































































































































































































































20 人以下である。それを 2～3 人の教師で担当







































































































































































































































































































































































































 1） 日本語ボランティア講座編集委員会　1996 a. 
p.2
 2） 石井  1997 p.6































































































































































トワーク」同　1994 年 11 月号／ b.「日本語教
育の現在　日本語ボランティアとネットワーク」
同　1994 年 12 月号／1996 a.「身近な地域の日
本語教育」 同　1996 年 2 月号／ b.「ニッポン全
国　地域で日本語を教える大情報」 同　1996 年
10 月号／1997  「ボランティアってなんだろう ?」 
同　1997 年 11 月号／1998「はじめての日本語
ボランティア」同　1998 年 10 月号／1999 a. 
「ねっとわーくひろば」同　1999 年 4 月号～
2000 年 3 月号／ b.「ボランティア教室にふく風」
同上／2000「ボランティアの訳語」同　2000 年
4 月号～2001 年 3 月号／2003 a.「かんがえよ
う これからの日本語支援」同　2003 年 2 月号
／ b.「日本語ボランティア　よろず相談」同　
2003 年 4 月号～2004 年 3 月号／2004 a.「日本
語ボランティアを考える」同　2004 年 2 月号／
b.「地域の日本語　ボランティア便り」同　2004
年 4 月号～2005 年 3 月号／2005 a.「共生時代が
やってきた !」同　2005 年 6 月号／ b.「教え
て ! 日本語ボランティア」同　2005 年 12 月号
／2007 a.「知る・始める日本語ボランティア」
同　2007 年 2 月号／ b.「多文化共生　最新ケー
スブック」同　2007 年 12 月号／2010「楽し
































語』（アルク）2007 年 12 月号
渡辺弥生　2011『こどもの 10 歳の壁とは何か ?』
光文社
